
ふたつの部門で
地元を再発見

探究学習のポイント Part-3

生まれ育った町以外に何度も訪れるお気に入りの場所
を探す「第２のふるさとづくり」。地方の過疎化と都
市の過密化。伝統産業や一次産業の担い手不足など全
国の多様な地域課題を観光産業で解決するプランを計
画してください。

観光甲子園のコンテストに応募される高
等学校教職員のみなさまに向けて探究学
習のポイントを解説する全３回のレポー
トです。指導・サポートの参考資料とし
てご活用ください。

シンプルに
的確に

関係人口第２のふるさと

あなたの地元が遠くの誰かの
第２のふるさとになる！

観光甲子園の地域探究部門は学校・教育機関の様々な課題や
ニーズに対して様々なサービスを創出する株式会社ＪＴＢグ
ループの協賛を受けて開催しております。

構造的理解

深層理解

観光庁では2022年度から「何度も地域に通う旅、帰る旅」の推進で従来の観光産業が生み出してきた交
流人口に加えて関係人口の創出を目指す第２のふるさとづくりプロジェクトに取り組んでいます。この
関係人口とは地域や地域の人々と多様に関わる人々を指す言葉で、少子高齢化や過疎化が進む地方圏の活
性化に向けて総務省が取り組む施策です。このふたつのキーワードの内容と関係性を探究してください。

www.mlit.go.jp/kankocho/anewhometown

観光庁「第２のふるさとづくりプロジェクト」公式ページ 総務省「関係人口ポータルサイト」より

www.soumu.go.jp/kankeijinkou

第２のふるさととは何か？そのニーズが高まってきた深

層解説が各種調査でまとめられており、全国各地の具体
的事例が紹介されています。

観光以上定住未満と例えられる関係人口の位置付けを現

状の地域への関わりと地域との関わりへの想いの２軸で
解説。「風の人」というキーワードに注目しましょう。



あなたの町から見上げる空に
どんな未来を描きますか？

大阪・関西万博の開催を契機に注目を集める「空飛
ぶクルマ」産業。世界各地で進むプロジェクトを参
考に地元密着型の観光メニューや新たな発想による移
動ビジネス、空路を活用した社会課題解決策などを考
えてください。

国土交通省と経済産業省の横断組織である空の移動
革命に向けた官民協議会が空飛ぶクルマ活用社会の
実現に向けて民間企業と協力しながら制度整備や市
場形成に向けた検討を進めています。右図は2022
年3月18日に発表されたロードマップで官民連携で
取り組んでいくべき技術開発や制度整備等について
細かくまとめられたものです。国をあげて進む空飛
ぶクルマ産業に関する各種情報は関連省庁のホーム
ページで公開されていますから是非チェックしてみ
てください。

探究学習のポイント Part-3 
前２回のレポートも含めてご確認ください

www.kankokoshien.com公式サイトはこちら＞＞

６月１日からフェーズ①の予
選がスタートし７月末が提出
物の締め切りとなっておりま
す。その後のフェーズ②【準
決勝】、フェーズ③【決勝】
に向けたスケジュールは右図
のようになっております。エ
ントリーいただいた高等学校
担当教職員の皆様には新たな
情報を随時メール配信させて
いただきます。

空の移動革命に向けたロードマップ（改訂案）＝出典：経済産業省
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試験飛行から商用運航の開始

試験飛行・実証実験等
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空の移動革命に向けたロードマップ(改訂案) このロードマップは、いわゆる“空飛ぶクルマ”、電動・垂直離着陸型・自動操縦の航空機などによる身近で手軽な空の移動手段の実現が、
都市や地方における課題の解決につながる可能性に着目し、官民が取り組んでいくべき技術開発や制度整備等についてまとめたものである。

2022年3月18日 空の移動革命に向けた官民協議会
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離島・山岳の荷物輸送 → 都市部での荷物輸送 → 輸送網の拡大物の移動

地方：観光・二次交通 → 域内交通・離島交通 → 地方都市間交通への拡大人の移動

社会受容性

都市：二次交通 → 都市内・都市間交通 → 都市圏交通への拡大(ネットワーク化)

2022年度 2023年度 2024年度 2025年度 2020年代後半 2030年代以降

基準整備 (座席数9席以下、操縦者の搭
乗有り・無し)

需要に応じた多様な機体の基準整備
(自律飛行 等) 技術動向等に応じた制度の見直し

空域・運航
運航安全に関する基準のガイドライン(荷物
輸送、万博における旅客輸送等を想定)

高度な運航に対応したガイドライン改訂
(自律飛行、高密度化等への対応) 技術動向等に応じた制度の見直し

事業の
制度整備

航空運送事業の基準整備(荷物輸送、万
博における旅客輸送等を想定)

高度な事業に対応した基準・制度整備
(操縦者の搭乗しない旅客輸送 等) 利活用の動向等に応じた制度の見直し

既存空港等・場外離着陸場の要件整理

国際標準に沿った空飛ぶクルマ専用離着陸場の基準整備

課題整理
・ 建物屋上への設置
・ 屋上緊急離着陸場等
の活用可否の整理

・ 市街地等への設置等

環境整備
・ 建物屋上設置
の基準整備

・ 環境アセスメント
方法の整備 等

既存制度に基づく空港等・場外離着陸場の利用

空飛ぶクルマ専用離着陸場の利用

建物屋上への設置 （既存の建物屋上の利用 → 新規建設・設置）

建物の建設計画、都市計画、地域計画等への反映

市街地への展開の本格化

ビジネス波及 航空関連事業 ポート設置・運営、不動産、保険、観光、MaaS、医療、新たなビジネス等

実証地域での住民理解の獲得 万博を通じた認知度向上 受益者の増加、社会課題解決等を通じた受容性向上

安全性・信頼性

運航管理

電動推進等

安全性・信頼性の確保、機体・部品の性能評価手法の開発 安全性・信頼性の更なる向上、低コスト化

航空機・ドローン・空飛ぶクルマの空域共有技術の開発

悪気象条件・高密度・自律運航等に対応した基礎的な通信・航法・監視技術の開発

モーター・バッテリー・ハイブリッド・水素燃料電池・騒音低減技術等の要素技術開発

本格的な空飛ぶクルマの高度な運航を実現する運航管理技術の開発

救急：医師派遣 → 患者搬送

制度
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基準整備

操縦者・整備者の基準整備
(遠隔操縦を含む) 多様な機体に対応した制度整備 技術動向等に応じた制度の見直し

利活用の動向等に応じた制度の見直し
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試験環境 福島ロボットテストフィールドの試験飛行拠点としての活用・整備、研究・人材育成等の機能拡充

低高度における安全・円滑な航空交通のための体制整備
（万博における空飛ぶクルマに対する空域管理 等）

運航拡大に対応した
体制整備

大
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関
西
万
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観光甲子園の空飛ぶクルマ部門は2022年に「空飛ぶクルマの
振興を通じた地域創生の取組における連携協定」で兵庫県に誕
生した「HYOGO空飛ぶクルマ研究室」の協賛を受けて開催し
ております。公式ページから空飛ぶクルマに関する様々な情報
を見ることができます。

www.hyogoaam.jp公式サイトはこちら＞＞

構造的理解 深層理解


